
２
人
に
１
人
が「
が
ん
」に
な
る
時
代

　

い
つ
自
分
が
、ま
た
身
近
な
人

が
が
ん
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

時
代
。
平
成
24
年
の「
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」に
お

い
て
は
、「
が
ん
対
策
」を
充じ

ゅ
う

実じ
つ

し

て
ほ
し
い
人
が
最
も
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、が
ん
に
な
ら
な
い
、

ま
た
な
っ
た
場
合
も
早
く
よ
い

治ち

療り
ょ
う

を
受
け
、患
者
さ
ん
と
家
族

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
が
ん
対
策
推
進
計

画
」に
基
づ
き
様さ

ま
ざ
ま々

な
施し

策さ
く

を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昨
年
12
月
に
は
、が

ん
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の「
が

ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

が
議
員
提
出
に
よ
り
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、検け

ん
し
ん診
と
医い

療り
ょ
う

の
充じ

ゅ
う

実じ
つ

、予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に「
病
気
を
知
ら
れ
る
こ
と
で

差
別
さ
れ
な
い
か
」「
治ち

療り
ょ
う

と
仕

事
を
両
立
で
き
る
か
」等
、患
者

さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
支し

援え
ん

、啓け
い
は
つ発
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

「
が
ん
」に
負
け
な
い
！

安
心
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

がんになってわかったこと。つらい治
ち

療
りょう

を支える社会の力とは。

がんとひとくちにいっても病状や暮らしぶりはさまざまです。
その人一人ひとりを理解し、支えるためにできることを考えてみませんか。

「
が
ん
」
を
理
解
し
、

支
え
合
う
社
会
へ　乳がんと診

しんだん

断された時は、死の不安と子をもつ母としての不安でいっぱ
いでしたが、誰

だれ

にも話せませんでした。治
ち

療
りょう

を無事終えても、難しかったの
は心の回復です。がんをオープンにできる社会だったら、より早く回復で
きたと思います。局所再発してはじめてがんをオープンにし、患者会の仲
間と心を分かち合うことで、心が安らぎ、病気に立ち向かう力を得ること
ができました。
　県には相談支

し

援
えん

センター、がん患者サロンなど相談できる体制があり
ます。ひとりで悩

なや

まず自分のこれからの人生を切り拓
ひら

いてほしいと思いま
す。周りの方は患者さんを差別の目で見ず、頑

がん

張
ば

っている一人の人間とし
て応

おうえん

援してほしいと思います。

仲間とともにがんに立ち向かう

理解と思いやり。自分や家族のこととして考える。

菊
き く

井
い

 津
つ た こ

多子さん会長

フラで
癒やされています。

愛
あいしょう

称「しがのハグ&クミ」
滋賀の健康を考える

双
ふた

子
ご

の妖
よう

精
せい

体調が安定しても、
学校や会社に戻

もど

れなくて
困っている人がいるんだって。

がんになっても変わらず
暮らせるといいな。

岡
お か む ら

村 理
おさむ

さん

滋賀医科大学医学部附
ふ

属
ぞく

病院
腫
しゅよう

瘍センター
がん相談支

し

援
えん

部門
がん相談専門員
（ソーシャルワーカー）
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み
な
さ
ん
は「
が
ん
」に
つ
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

「
が
ん
」は
い
ま
や
２
人
に
１
人
が
か
か
る
病
気
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
や
早
期
発
見
、治ち

療り
ょ
う

と
仕
事

の
両
立
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、ま
た「
が
ん
」

に
な
っ
た
人
を
ど
の
よ
う
に
支
え
る
か
、一
人
ひ
と

り
が
前
向
き
に
考
え
、取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

がんの経験を多くの人に伝える活動をしている「滋賀県がん患者団体連
れんらく
絡協議会」の3人の方にお話を伺

うかが
いました。

平成20年発足。会員数約350人。 連
れんらくさき

絡先：090-6201-1725（菊井）

主な活動は…
◦�がん患者や家族が心の悩

なや

みや体験を語り合う場
「がん患者サロン」の運営

◦�がん対策について、医
い

療
りょう

機関、行政機関への要望
◦�がんに関する啓

けい

発
はつ

活動

滋賀県
がん患者団体
連
れんらく

絡協議会



ひとりで悩
な や

まず、まずはご相談ください
滋賀県内のがん診

しんりょう

療連
れ ん け い

携拠
き ょ

点
て ん

病院がん相談支
し

援
え ん

センター
滋賀県立成人病センター 077-582-8141（直通）
滋賀医科大学医学部附

ふ

属
ぞく

病院 077-548-2859（直通）
大津赤十字病院 077-522-4131（代表）
公立甲賀病院 0748-65-1641（直通）
彦根市立病院 0749-22-6050（代表）
市立長浜病院 0749-68-2354（直通）
相談時間・メールでの問い合わせについては各病院へお問い合わせください。

お問い合わせ 県庁健康長寿課 077-528-3616TEL 077-528-4857FAX ef00@pref.shiga.lg.jpe
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がんになってわかったこと。つらい治
ち

療
りょう

を支える社会の力とは。

がんとひとくちにいっても病状や暮らしぶりはさまざまです。
その人一人ひとりを理解し、支えるためにできることを考えてみませんか。

　私は今も治
ち

療
りょう

中で、患者サロンのピアサポーターをしています。言葉は
大切なのでどう話すのかをいつも考えています。そして患者さんが一歩
を踏

ふ

み出せる言葉をかけるよう心がけています。　
　自分は自営業なので今も仕事をしていますが、患者さんの中には仕事
を辞めた人や就職できない人もいます。治

ち

療
りょう

に多くのお金がかかるのも
事実ですので、患者さんは、治

ち

療
りょう

を受けながらでも仕事がしたいのです。
できれば患者さんが働ける職場を作りたいと考えています。
　私は、がんになったことは後

こう

悔
かい

していないですし、がんになって大切な
ものを見つけられたと思っています。がんになってよかったと思える自分
でいたいと思っています。

　がん相談専門員は、ご本人やご家族が抱
かか

えておられる不安や悩
なや

みをお
聞きし、がんに関するさまざまな相談をお受けしています。病気や医

い

療
りょう

に
ついて、家族や医

い

療
りょう

者
しゃ

とのコミュニケーション、治
ち

療
りょう

と仕事・家事の両立、
治
ち

療
りょう

や生活に関わるお金の相談など、相談内容はさまざまです。病気や
制度について情報提供し、共に考えることで病状の理解、気持ちの整理を
行っていただけるようサポートします。がんになる前と変わらず、その方ら
しく生きられるようお手伝いをしています。

夛
た だ

田 勢
せ つ こ

津子さん

がんになってわかった（考えた）大切なこと

理解と思いやり。自分や家族のこととして考える。
自分らしい生き方をサポート

三国港から出船、
93cmのヒラマサを
釣りました。

出典：滋賀県がん患者就労実態調査（平成25年）

※公表すること

　膀
ぼうこう

胱と尿
にょう

道
どう

にがんが見つかり、手術しました。現在は患者さんのた
めの講習会の手伝いをするなど、通常の生活をしています。ただ、再
発への不安や、人工膀

ぼうこう

胱（回
かいちょうどうかん

腸導管）を造
ぞうせつ

設してオストメイトとなった
ため日

ひ び

々のケアの必要性と緊
きん

張
ちょう

感
かん

はあります。仲間にはがんであるこ
とを話し、状

じょう

況
きょう

を理解してもらっています。
　がんだと言えない人は多いですが、私はがんをカミングアウト※で
きる世の中になってほしいと願っています。そうなれば精神的な問題
はずいぶん解決すると思います。条例もできましたので、がんという
病気やがん患者に対する正しい理解が広がってほしいと思います。

八
や ぎ

木 政
ま さ ひ ろ

廣さん副会長

がん患者サロン・ピアサポーター

カミングアウトできる世の中に

全身骨転移していますが、
車いすで大好きなコンサート
に国立競技場へ行きました。

※がん患者サロンは、上記病院と高島市民病院にあります。
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がんの経験を多くの人に伝える活動をしている「滋賀県がん患者団体連
れんらく
絡協議会」の3人の方にお話を伺

うかが
いました。

どなたでも
利用できます

がんについてのイメージ

予防できない 33%

自分や家族がかかったら周りに言えない
治療を受けても通学や進学が難しい

9%
7%

16%治療を受けても仕事を続けられない、就職できない
治らない 32%

53%遺伝する

働く上で不安なこと
病名を知られて差別されないか、職場に病名を知らせるべきか
治療や受診のために休むことが許されるか
体力的に耐えられるか

63%
61%
59%

がん患者を採用してくれる職場が見つかるか 43%
治療と仕事を両立できるか 37%


